








Ⅲ)小児外科的疾患の出生前診断の問題点 

 以上の 2症例の経験から,次のような,出生前診断の問題点が,うかびあがってくる。 

1)出生前治療の可能性と意義 

2)分娩の時期・娩出方法 

 (臓器の機能低下←→児の未熟性) 

3)多発奇形症例の取扱い 

4)出生前診断の精度・信頼性の問題 

5)産科・新生児科における non-intentional selection の消失 

  (手術適応のない症例に対する手術) 

6)cost benefit 

7)予後の改善につながるのか 


